
　

今
年
で
46
回
目
を
迎
え
る

新
冠
町
功
労
賞
・
善
行
賞
の

贈
呈
式
が
、
11
月
３
日
文
化

の
日
に
レ
・
コ
ー
ド
館
を
会

場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
た
方
々

は
、
新
冠
町
議
会
議
員
と
し

て
地
方
自
治
の
振
興
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
方
、
新
冠
消
防

団
員
と
し
て
消
防
行
政
の
振

興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
、

自
治
会
役
員
と
し
て
住
民

福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た

方
、
多
額
の
寄
附
に
よ
り
、

町
行
政
の
振
興
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
た
方
の
９
名
で

す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
小
竹
町
長

の
式
辞
の
後
、
受
賞
者
一
人

一
人
に
小
竹
町
長
か
ら
功
労

章
と
表
彰
盾
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
新
冠
町
議
会
議

長
芳
住
革
二
さ
ん
か
ら
祝

辞
、
町
内
の
青
年
を
代
表
し

て
新
冠
町
青
年
団
連
絡
会
議

議
長
高
瀬
良
寛
さ
ん
か
ら
お

祝
い
の
言
葉
が
送
ら
れ
、
最

後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て
渕

瀨
清
さ
ん
か
ら
謝
辞
が
あ
り

閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

自
治
功
労
賞

鎌
田　

盛
行
さ
ん
（
字
太
陽
）

　

永
年
に
わ
た
り
議
会
議
員
と
し
て
、
自
治
の
振
興
発

展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

中
川　

信
幸
さ
ん
（
字
高
江
）

　

永
年
に
わ
た
り
議
会
議
員
と
し
て
、
自
治
の
振
興
発

展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

関
口　

芳
廣
さ
ん
（
字
節
婦
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
自
治
の
振
興
発
展

に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

庄
野　

照
彦
さ
ん
（
字
東
川
）

　

永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
自
治
の
振
興
発
展

に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

長
浜　

徳
行
さ
ん
（
字
朝
日
）

　

永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
自
治
の
振
興
発
展

に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

生
活
文
化
功
労
賞

渕
瀨　

清
さ
ん
（
字
東
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
自
治
会
役
員
と
し
て
地
域
の
振
興
発

展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

溝
尾　

一
男
さ
ん
（
字
節
婦
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
自
治
会
役
員
と
し
て
地
域
の
振
興
発

展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

高
岡　

保
司
さ
ん
（
字
節
婦
町
）

　

永
年
に
わ
た
り
自
治
会
役
員
と
し
て
地
域
の
振
興
発

展
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

善
行
賞

信
田　

康
雄
さ
ん
（
字
東
町
）

　

本
町
発
展
の
た
め
多
額
の
財
産
を
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
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11
月
８
日
、
今
年
７
月
に
開
設
し

た
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
え
ま
し
あ
」

に
、
氷
川
・
本
町
・
仲
之
町
自
治
会

員
と
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
ら
43
名
が

集
ま
り
、
開
設
後
、
初
め
て
と
な
る

交
流
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
最
初
に
餅
つ
き
が

行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が

順
番
に
餅
つ
き
に
挑
戦
し
た
後
は
、

つ
き
た
て
の
も
ち
を
食
べ
た
り
、
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

　

11
月
13
日
、
町
と
室
蘭
地
区
ト

ラ
ッ
ク
協
会
日
高
中
部
支
部
は
、
災

害
時
等
に
お
け
る
輸
送
業
務
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
東
日
本
大
震
災
で
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
が
救
援
物
資
を
迅
速

に
被
災
地
に
届
け
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
た
こ
と
を
教
訓
と
し
た
も
の

で
、
今
後
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
と
き
に
は
、
町
の
要
請
に
応
じ
て

救
援
物
資
な
ど
を
優
先
し
て
輸
送
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

馬
産
地
新
冠
の
象
徴
と
な
っ
て

い
る
字
節
婦
の
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
大

壁
画
が
、
老
朽
化
の
た
め
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
る
の
に
あ
わ
せ
、
町
で

は
、
壁
画
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し

た
結
果
、
字
高
江
在
住
の
画
家
・

飛
渡
さ
ゆ
り
さ
ん
の
作
品
が
新
し

い
壁
画
の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
決
定

し
ま
し
た
。

　

大
壁
画
は
、
12
月
初
旬
か
ら
工
事

が
行
わ
れ
て
お
り
、
来
年
の
３
月

下
旬
に
完
成
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

こ
の
度
、
井
上
歯
科
医
院
の
井
上

達
也
医
院
長
が
旭
日
双
光
章
を
受
章

し
町
長
に
受
章
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

井
上
さ
ん
は
、
昭
和
48
年
、
町
内

歯
科
医
が
不
在
と
な
る
中
、
当
時
の

町
理
事
者
の
強
い
要
望
を
受
け
、
20

代
の
若
さ
で
当
町
に
歯
科
医
を
開
業
、

以
来
、
地
域
に
密
着
し
た
歯
科
医
療

を
進
め
た
ほ
か
、
学
校
歯
科
医
や
日

高
歯
科
医
師
会
長
を
務
め
る
な
ど
、

長
年
に
わ
た
り
地
域
の
保
健
衛
生
向

上
に
努
め
ら
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

こ
の
度
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
、
郷
土
資
料
館
で
、「
北
海
道

の
化
石
展
」
と
題
さ
れ
た
資
料
館
特
別
展
示

が
行
わ
れ
、
直
径
70
セ
ン
チ
ほ
ど
も
あ
る
巨

大
な
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
や
、
イ
ノ
セ
ラ
ム
ス
と

呼
ば
れ
る
二
枚
貝
の
貴
重
な
化
石
な
ど
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
展
示
さ
れ
た
化
石
は
、
自
身
で
発
掘

を
行
い
、
ま
た
、
町
内
の
化
石
発
掘
体
験
教

室
な
ど
の
講
師
も
務
め
る
、
新
冠
自
然
史
博

物
館
の
吉
川
幸
叙
さ
ん
が
所
有
す
る
も
の

で
、
世
界
的
に
も
有
数
の
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の

産
地
で
あ

る
北
海
道

で
発
掘
さ

れ
た
数
多

く
の
資
料

が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
え
ま
し
あ
」

本
町
地
区
自
治
会
会
員
と
交
流
会

ト
ラ
ッ
ク
協
会
日
高
中
部
支
部
と

災
害
時
の
物
資
輸
送
協
定
を
締
結

新
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
大
壁
画

飛
渡
さ
ゆ
り
さ
ん
の
作
品
に
決
定

字
中
央
町　

井
上
達
也
さ
ん

　

旭
日
双
光
章
受
章
を
町
長
に
報
告

吉
川
幸
叙
さ
ん
が
協
力

資
料
館
で
化
石
展

その１
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